不能犯論と実行の着手論 -実務刑法学の視点からの一考察- by 大塚,裕史



















































































































































































































































































⑤　［判例 5］最判昭 37・3・23刑集 16巻 3号 305頁〔空気注射事件〕
本件は、自己の姪を殺害してひそかに保険金を取得しようとした被告人が、注射









































































第 1審判決（東京地判昭 48・10・23高刑集 27巻 5号 472頁）も控訴審判決（東
京高判昭 49・10・24高刑集 27巻 5号 455頁）も、爆発物使用罪は、爆発という
結果の発生を構成要件要素としていないので、不能犯に当たるか否かは論ずる余地
117


































































































































































































明治大学　法律論叢 90巻 2・3号：責了 book.tex page124 2017/12/26 13:08
法律論叢 90巻 2・3合併号

































































































明治大学　法律論叢 90巻 2・3号：責了 book.tex page127 2017/12/26 13:08
不能犯論と実行の着手論（大塚）










































































































































































































































































大 7・11・16刑録 24輯 1352頁〔毒入り砂糖郵送事件〕）。
134
































































































































(42)名古屋高判平 13・9・17高刑速報（平 13）号 179頁。
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